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浅野公園について調べる 

『浅野史蹟顕彰小史』 

浅野史蹟顕彰会 1918 年 

7階郷土資料コーナー A273 / 11 

『浅野史蹟輯録』 

森徳一郎/著者 浅野史蹟顕彰会 1941 年 

7階郷土資料コーナー A273 / 12 

『浅野公園』 

浅野史蹟顕彰会 2003 年 

7階郷土資料コーナー A273 / 202 

『浅野公園 開園１００周年』 

浅野史蹟顕彰会 2017 年 

7階郷土資料コーナー A273 / アサ 

   

   

   

   

   

   

 

  

 

 

 

 

インターネット、データベースもご活用ください。 

7 階インターネットブースではデータベースを利用 

して、新聞記事や国立国会図書館のデジタル資料が 

検索できます。 

 

ここで紹介した資料がすべてではありません。 

郷土に関する質問は７階カウンターでおたずね 

ください。 

一宮市立中央図書館で調べる      郷土―17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浅野長政は、信長・秀吉・家康に仕えた一宮市 

ゆかりの戦国武将です。 

あの赤穂事件にも、ゆかりがある人物です。 

ここでは、浅野長政と浅野家について調べるために

参考になる資料について紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一宮市立中央図書館 

〒491-0858  一宮市栄 3 丁目 1 番 2 号 

尾張一宮駅前ビル（愛称：i‐ビル）5～7 階 

TEL：0586-72-2343 

 

参考文献 

『浅野公園』 浅野史蹟顕彰会 2003 年 Ａ273 / 202 

『浅野公園 開園１００周年』 浅野史蹟顕彰会 2017 年 Ａ273 / アサ 

『いちのみやの芸術文化 平成 28 年 9 月号』 一宮市芸術文化協会 2016 年 

浅野長政について 

調べるには？ 

●浅野公園● 

浅野長政の邸宅跡に整備された公園で、大正 6（1917）年

開園。郷土史家・森徳一郎をはじめとする浅野史蹟顕彰会

が中心となって計画を進めた。また、広島・浅野侯爵家か

らも邸宅跡地の購入などの援助が寄せられた。 

造園には浅野校区をはじめ、西成・丹陽・千秋などの近隣

の村々から 2,205 名もの青年団員たちが勤労奉仕した。 

園内には多くの樹木が植えられ、4 月には「つつじ祭り」 

が開催される。 

●浅野長政の子孫たち● 

長政の長男・幸長は紀州藩初代藩主。二男・長晟は幸長没後、

紀州藩主を継ぎ、大阪の陣の功により安芸広島藩主となった。

広島藩主浅野家は明治時代、最後の藩主である浅野長勳公 

まで 250 年続いた。 

赤穂事件で有名な浅野内匠頭（長矩）は長政の三男・長重の 

子孫にあたる。 

参考文献 

『新編一宮市史 本文編 上』 一宮市 1977年 A273 / 19 / 17 

『史録いちのみや』  松本勝二/著 郷土出版社 1986年 A273 / 96 



参考文献 

『三英傑とともに歩んだ浅野長政』 一宮市博物館 2016 年 Ａ289 / サン 
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事典で調べる 

『江戸時代全大名家事典』 

工藤寛正/編 東京堂出版 2008 年 

7階参考図書コーナー R281 / ク 

『日本近世人名辞典』 

竹内誠/編 吉川弘文館 2005 年 

7階参考図書コーナー R281 / ニ 

『教科書に載った日本史人物１０００人』 

日外アソシエーツ 2018 年 

7階参考図書コーナー R281.0 / キヨ 

『戦国人名辞典』 

戦国人名辞典編集委員会/編  

吉川弘文館 2006 年 

7階参考図書コーナー R281.0 / セン 

『織田信長家臣人名辞典 第２版』 

谷口克広/著 吉川弘文館 2010 年 

7階参考図書コーナー R281.0 / タニ 

『伝記でたどる戦国人物９００人』 

日外アソシエーツ 2023 年 

7階参考図書コーナー R281.0 / テン 

『徳川家康家臣団の事典』 

煎本増夫/著 東京堂出版 2015 年 

7階参考図書コーナー R288.2 / イリ 

『寛政重修諸家譜 第５ 新訂』 

続群書類従完成会 1964 年 

7階参考図書コーナー R288 / 37 / 5 

 

詳しく調べる 

『新編一宮市史 本文編上』 

一宮市 1977 年 

7階郷土資料コーナー A273 / 19 / 17 

『一宮市史 西成編』 

一宮市教育委員会 1953 年 

7階郷土資料コーナー A273 / 14 / 4 

『史録いちのみや』 

松本勝二/著 郷土出版社 1986 年 

7階郷土資料コーナー A273 / 96 

『尾張武人物語』 

高木元豁/著 歴史図書社 1979 年 

7階郷土資料コーナー A280 / 54 

『三英傑とともに歩んだ浅野長政』 

一宮市博物館 2016 年 

7階郷土資料コーナー A289 / サン 

『淺野長政公傳』 

手島益雄/著 東京芸備社 1920 年 

7階郷土人コーナー A289 / シ 15 / 35 

『浅野長政』 

平尾栄滋/著 郁朋社 2022 年 

7階郷土資料コーナー A289 / ヒラ 

『豊臣五奉行と家康』 

渡邊大門/著 柏書房 2022 年 

7階開架 210.4 / ワタ 

『浅野長政とその時代』 

黒田和子/著 校倉書房 2000 年 

7階開架 289.1 / クロ 

 

浅野家について調べる 

『浅野荘と浅野氏』 

 浅野史蹟顕彰会 1917 年 

7階郷土資料コーナー Ａ273 / 10 

『広島藩』 

久下実/著 現代書館 2021 年 

7階開架 217.6 / クケ 

『広島藩』 

土井作治/著 吉川弘文館 2015 年 

7階開架 217.6 / トイ 

●浅野長政● 

天文 16（1547）年に生まれる。 

父は安井重継、母は浅野長詮の娘。母方の叔父である 

浅野長勝の養子となり、浅野姓を名乗る。 

長政の正室弥々は豊臣秀吉の正室寧々と姉妹であった 

ことから、織田信長の命で秀吉に仕え、数々の戦い 

での功により、近江国大津２万石を与えられ、大名と

なった。 

豊臣政権下で五奉行の筆頭となってからは、その行政

手腕から太閤検地の実施、諸大名から没収した金銀山

の管理を任され、従五位下弾正少弼（現在の裁判官）

も務めた。 

秀吉の死後、家督を譲り隠居。 

慶長 16（1611）年、65 歳で死去。 


